
『
公
益
的
な
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
』

　

盛
夏
の
候
、
皆
様
に
は
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

平
素
は
、
当
協
会
の
事
業
運
営
に

格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
会
長
の
重
責
を
預
か

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆

様
方
や
関
連
先
、
そ
し
て
役
員
の

方
々
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
海
外
か
ら
の
訪
日
客

が
急
増
し
消
費
額
も
円
安
の
影
響
も

あ
り
、
ど
ち
ら
も
過
去
最
高
を
更
新

し
ま
し
た
。
近
々
に
竜
王
町
で
の
体

制
づ
く
り
が
急
務
で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
大
阪
関
西
万
博
や
滋
賀

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
国
ス
ポ
・
障
ス

ポ
、
並
び
に
竜
王
町
制
七
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
す
。
観
光
協
会
で

は
、
町
制
七
十
周
年
や
大
型
商
業
施

設
十
五
周
年
を
記
念
に
二
日
間
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
竜
王
ま
る
し
ぇ
を
企
画

し
、
お
客
様
に
竜
王
町
の
魅
力
を
再

確
認
し
て
頂
き
ま
す
。

　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
リ
ハ
ー
サ
ル

も
終
わ
り
、
本
大
会
に
向
け
て
多
く

の
選
手
や
大
会
関
係
者
・
ご
家
族
の

方
々
へ
の
お
も
て
な
し
を
、
屋
台
出

展
者
と
連
携
し
食
事
の
提
供
や
特
産

品
お
土
産
の
販
売
を
行
い
、
今
後
リ

ピ
ー
ト
頂
け
る
接
遇
を
目
指
し
ま

す
。

　

昨
年
度
よ
り
開
設
し
て
お
り
ま
す

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
内
の
観
光
案
内

所
は
、
施
設
の
制
約
も
あ
り
ま
す
が

竜
王
町
の
観
光
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
、
引
き
続
き
改
善
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
企
画
の
ア
グ
リ
パ
ー
ク
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
は
今
年
も
見
事
に

花
開
き
、
善
光
寺
川
の
花
も
も
や
妹

背
の
里
の
桜
な
ど
、
花
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

格
好
の
被
写
体
と
な
り
、
魅
力
的
な

観
光
資
源
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

伝
統
行
事
の
山
之
上
ケ
ン
ケ
ト
祭

り
、
苗
村
神
社
節
句
祭
、
弓
削
の
火

祭
り
、
駕
輿
丁
延
命
子
安
地
蔵
尊

大
開
帳
等
、
地
元
の
祭
礼
や
各
種
行

事
を
情
報
発
信
す
る
ほ
か
、
人
気
が

絶
え
な
い
雪
野
山
や
鏡
山
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
動

植
物
の
調
査
や
保
護
活
動
に
も
着
手

し
、
景
観
眺
望
の
充
実
に
よ
り
観
光

誘
客
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
一
層
の
積
極
的
な
情

報
発
信
や
観
光
資
源
の
開
発
、
及
び

歴
史
・
自
然
・
文
化
の
保
存
な
ど
、

公
益
的
な
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く

り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

ど
う
か
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竜
王
町
観
光
協
会清　

水　

正　

作

会
長
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皆
様
は
、
川
守
の
一
角
に
「
川
守
城
址
」

と
い
う
石
碑
が
あ
り
、
そ
こ
が
吉
田
館（
よ

し
だ
や
か
た
）で
あ
っ
た
こ
と
は
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。（
川
守
城
写
真
①
）　
「
城
の
八

幡
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
こ
川
守
城
は

吉
田
の
氏
神
様
で
、
ご
神
体
は
八
幡
神
社
と

安
土
町
の
佐
々
木
神
社
の
分
祀
と
が
祀
ら
れ

て
い
ま
す
。（
巻
物　

写
真
②
）

　

安
土
の
佐
々
木
神
社
が
分
祀
さ
れ
て
い
る

の
は
、
吉
田
が
五
十
九
代
目
宇
多
天
皇
を
元

祖
に
持
つ
佐
々
木
氏
の
一
族
で
あ
り
、
宇
多

天
皇
か
ら
十
代
目
の
吉
田
六
郎
厳
秀（
か
ね

ひ
で
）が
吉
田
の
元
祖
だ
か
ら
で
す
。
厳
秀

の
父
は
佐
々
木
源
三
秀
義
と
言
い
、
源
頼
朝

に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
平
治
の
乱
で
敗
れ
た

頼
朝
は
伊
豆
に
流
刑
。
一
一
八
〇
年
に
頼
朝

が
平
氏
打
倒
と
挙
兵
し
て
か
ら
一
一
八
五
年

の
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
氏
が
滅
亡
す
る
ま
で

の
間
、
先
祖
厳
秀
は
親
子
兄
弟
で
手
柄
を
立

て
、
頼
朝
の
勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の

報
奨
に
厳
秀
の
兄
定
綱
は
近
江
の
国
の
守
護

と
な
り
、
他
の
兄
弟
達
も
出
雲
、
備
前
、
安

芸
の
国
の
守
護
に
任
命
さ
れ
、
佐
々
木
一
族

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
厳
秀
も
竜
王
に

て
、
軍
事
上
要
塞
の
位
置
に
あ
り
東
西
に
通

ず
る
奈
良
道
を
直
下
に
見
下
ろ
せ
る
雪
野
山

に
詰
め
の
城
で
あ
る
野
寺
城
を
築
き
、
普
段

は
平
地
の
こ
こ
川
守
城（
館
）で
生
活
を
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

因
み
に
鏡
山
の
星
ケ
崎
城
も
厳
秀
の
兄
定

綱
の
孫
、
鏡
久
綱
が
築
城
し
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
も
中
山
道
を
見
下
ろ
せ
る

要
衝
で
、
竜
王
の
地
も
東
西
が
佐
々
木
一
族

で
固
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す

日
置
吉
田
流（
へ
き
よ
し
だ
り
ゅ
う
）

　

吉
田
一
族
は
元
々
弓
馬
に
優
れ
、
代
々

佐
々
木
旗
頭
七
人
衆
で
し
た
。
元
祖
厳
秀
か

ら
九
代
目
の
吉
田
上
野
介
重
賢
と
そ
の
子
重

政
の
時
代
、
二
人
と
も
古
流
と
言
わ
れ
る
小

笠
原
流
や
武
田
流
も
修
得
し
て
い
ま
し
た

が
、
一
四
九
四
年
に
日
置
弾
正
正
次
か
ら
革

新
的
な
日
置
流
を
伝
授
さ
れ
、
重
賢
の
吉
田

流
と
合
体
し
て
「
日
置
吉
田
流
」
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
日
置
吉
田
流
か
ら
血
縁
者
一

人
に
伝
授
す
る
「
唯
授
一
人
」
一
子
相
伝

と
も
言
い
ま
す
が
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
授
さ

れ
、
雪
荷
派
、
道
雪
派
、
印
西
派
、
出
雲
派

な
ど
の
諸
派
が
生
ま
れ
、
戦
国
期
か
ら
江
戸

期
ま
で
幕
府
将
軍
を
含
む
諸
大
名
の
弓
術
指

南
役
に
た
く
さ
ん
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

重
賢
・
重
政
親
子
は
、
十
二
代
将
軍
足
利

義
晴
公
の
弓
術
指
南
役
を
務
め
、
吉
田
重
綱

の
娘
婿
の
葛
巻
源
八
郎
は
徳
川
家
康
、
秀

忠
、
家
光
と
徳
川
家
三
代
の
弓
術
指
南
役
を

務
め
ま
し
た
。

　

南
北
朝
時
代
か
ら
応
仁
の
乱
ま
で
の
合
戦

の
負
傷
原
因
の
九
十
％
が
矢
傷
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
実
戦
で
最
も
活
躍
し
た
武
器
は
刀

で
は
な
く
、
弓
中
心
の
遠
距
離
戦
が
主
だ
っ

『
ご
先
祖
と
弓
』

た
よ
う
で
す
。（
流
派
の
図　

写
真
③
）

　

安
土
桃
山
時
代
以
降
の
弓
術
諸
派
は
、
全

て
こ
の
日
置
吉
田
流
の
系
統
に
属
す
る
の

で
、こ
こ
川
守
が
「
現
代
弓
道
の
発
祥
の
地
」

と
言
わ
れ
る
由
縁
で
す
。

仙
台
藩
と
の
ご
縁

　

仙
台
藩
伊
達
政
宗
と
そ
の
父
輝
宗
の
時

代
、
宮
城
県
の
他
に
、
近
江
の
国
内
に
一
万

石
の
飛
び
地
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
東
近

江
市
羽
田
に
代
官
屋
敷
を
置
き
、
竜
王
町
橋

本
も
飛
び
地
の
一
部
で
し
た
。

　

伊
達
藩
で
は
、
印
西
派
が
伝
え
ら
れ
現
在

研
究
会
を
立
ち
上
げ
活
動
し
て
お
ら
れ
、
我

が
家
に
も
お
運
び
い
た
だ
き
、
そ
の
時
「
伊

達
輝
宗
の
室
」
と
し
て
重
賢
の
妹
が
仙
台
藩

に
嫁
い
で
き
て
い
る
系
図
が
あ
る
、
と
遠
い

国
と
の
ご
縁
の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
印
西
派
研
究
会　

写
真
④
）

箕
作
城
の
重
政

　

一
五
六
八
年
の
観
音
寺
城
の
戦
い
は
、
織

田
軍
、
徳
川
軍
、
浅
井
軍
率
い
る
六
万
の
戦

力
に
対
し
六
角
軍
は
一
万
一
千
と
五
倍
も
差

の
あ
る
多
勢
に
無
勢
。

　

織
田
軍
か
ら
の
攻
撃
は
、
ま
ず
和
田
山
城

か
ら
来
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
て
、
和
田
山
に

六
千
、
後
は
挟
み
攻
撃
を
狙
っ
て
箕
作
城
に

三
千
、
観
音
寺
城
に
一
千
余
り
を
配
置
し
て

迎
え
た
戦
い
で
し
た
。
し
か
し
、
信
長
の
策

は
そ
の
裏
を
か
い
て
箕
作
城
か
ら
で
し
た
。

支
城
の
箕
作
城
が
主
戦
場
だ
っ
た
の
で
「
箕

作
城
の
戦
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
箕

作
城
の
北
か
ら
織
田
信
長
と
木
下
藤
吉
郎
隊

二
千
三
百
が
、
東
か
ら
丹
羽
隊（
藤
吉
郎
の

弟
）が
三
千
と
計
五
千
三
百
か
ら
攻
撃
を
受

け
ま
す
。
こ
の
箕
作
城
は
、
急
坂
や
大
木
が

覆
う
堅
城
で
攻
め
に
く
く
、
多
勢
に
無
勢

だ
っ
た
六
角
軍
で
し
た
が
、
吉
田
出
雲
守
重

政
の
守
り
も
固
か
っ
た
た
め
に
夕
方
に
は
織

田
軍
は
追
い
崩
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
織
田
軍
は
夜
襲
を
決
行
。
木
下

藤
吉
郎
の
策
で
数
百
本
の
松
明
を
中
腹
ま
で

配
置
、
同
時
に
火
を
付
け
、
大
勢
の
敵
が
攻

め
て
来
た
と
思
わ
せ
る
一
斉
攻
撃
を
仕
掛
け

ら
れ
、
ま
さ
か
の
攻
撃
に
防
戦
は
間
に
合
わ

ず
明
け
方
に
は
落
城
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

源
頼
朝
、
織
田
信
長
、
豊
臣
秀
吉
、
伊
達
政

宗
、
徳
川
家
康

　

こ
う
し
て
歴
史
の
一
齣
に
我
が
家
の
ご
先

祖
の
名
が
記
録
と
し
て
残
り
、
学
生
時
代
に

習
っ
た
あ
の
有
名
な
源
頼
朝
、
織
田
信
長
、

豊
臣
秀
吉
、
伊
達
政
宗
、
徳
川
家
康
と
関
り

が
あ
っ
た
の
か
と
心
わ
く
わ
く
し
、
そ
の
時

代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
た
い
衝
動
に

か
ら
れ
て
い
ま
す
。③

④ ②

①

吉田　絹枝 氏

竜王町歴史倶楽部

（川守）
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シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
探
訪
67

蒲
生
氏
郷
、
望
郷
を
詠
む
　
～
東
山
道
・
横
関
に
て
～

山
本
　
茂 

氏 

（
美
松
台
）

て
い
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
会
津
四
郡
を

没
収
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
。
一
年
後
、
氏

郷
や
浅
野
長
政
ら
の
働
き
に
よ
り
、秀
吉
は
、

奥
羽
全
体
を
平
定
す
る
。
こ
こ
に
、「
秀
吉

の
全
国
統
一
」
が
完
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。

氏
郷
は
加
増
さ
れ
九
十
二
万
石
の
大
大
名
と

な
り
、
黒
川
城
を
改
築
、
蒲
生
氏
の
対
い
鶴

（
む
か
い
づ
る
）
の
家
紋
に
ち
な
み
、
城
名

を
鶴
ケ
城
と
改
め
た
。
氏
郷
の
戦
績
は
め
ざ

ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
秀
吉
を
し
て
、「
今

の
世
、
百
万
人
の
大
軍
を
指
揮
さ
せ
る
と
す

れ
ば
氏
郷
し
か
い
な
い
」
と
言
わ
し
め
た
ほ

ど
で
あ
る
。

　

氏
郷
は
、
蒲
生
郡
・
横
関
の
川
堤
に
い
る
。

足
下
か
ら
東
方
へ
、
う
ね
う
ね
と
、
苗
の
緑

が
続
き
蒲
生
の
野
の
先
に
は
、
今
、
東
（
ひ

ん
が
し
）に
日
が
昇
っ
て
き
た
。鈴
鹿
の
峰
々

が
見
え
る
。
右
に
水
無
山
、
左
奥
に
鈴
鹿
最

高
峰
の
雨
乞
岳
を
構
え
て
い
る
の
は
霊
峰
・

綿
向
山
で
あ
る
。
頂
上
に
綿
向
大
神
が
鎮
座

す
る
こ
の
山
麓
に
は
、
里
宮
と
し
て
馬
見
岡

綿
向
神
社
が
祀
ら
れ
た
蒲
生
上
郡
の
総
社
で

あ
る
。
古
代
、
人
び
と
は
日
の
出
に
、
希
望

や
新
し
い
可
能
性
へ
の
期
待
を
願
っ
て
い
た

そ
う
だ
が
、氏
郷
は
自
ず
と
両
手
を
合
わ
せ
、

山
を
拝
ん
だ
。
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
社

の
境
内
の
「
若
松
の
森
」。
感
極
ま
っ
て
思

わ
ず
詠
む
～

　
「
思
ひ
き
や
人
の
行
方
ぞ
定
め
な
き

�

我
が
故
郷
を
よ
そ
に
見
ん
と
は
」

我
が
身
の
無
常
を
憐
れ
ん
だ
の
だ
。
こ
れ
ま

で
幾
度
の
戦
と
城
造
り
・
町
作
り
を
し
て
き

た
こ
と
か
。

　

蒲
生
氏
郷
の
街
造
り
は
、
近
江
・
日
野
の

街
か
ら
始
ま
り
、
伊
勢
松
坂
、
会
津
若
松
と

進
ん
だ
。
松
ヶ
島
の
城
下
を
「
松
坂
」
と
改

め
、
岐
阜
や
安
土
で
信
長
の
町
づ
く
り
を
参

考
に
、
城
下
町
の
経
済
発
展
を
図
る
た
め
、

楽
市
楽
座
を
推
進
し
、
日
野
や
伊
勢
か
ら
有

力
な
商
人
を
誘
致
し
た
。

　

会
津
で
は
、
築
城
と
と
も
に
城
下
町
の
開

発
を
行
い
、
町
名
も
「
若
松
」
と
改
め
た
。

こ
れ
は
出
身
地
の
日
野
城
に
近
い
馬
見
岡
綿

向
神
社
の
参
道
に
あ
っ
た
「
若
松
の
森
」
が

由
来
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
の

城
下
を
一
新
、家
臣
の
屋
敷
を
郭
内
に
建
て
、

外
堀
を
築
き
、
郭
外
に
庶
民
を
住
ま
わ
せ
、

そ
の
要
所
に
神
社
や
お
寺
を
配
置
、
現
在
の

会
津
若
松
の
町
並
み
の
基
礎
を
築
い
た
。
近

江
の
日
野
、伊
勢
の
松
阪
か
ら
商
人
を
呼
び
、

定
期
市
を
開
設
。
ま
た
、
商
人
の
他
に
も
、

木
地
師
と
呼
ば
れ
る
木
工
職
人
と
塗
師
を
招

き
、
会
津
漆
器
の
基
礎
を
つ
く
る
。

　

本
格
的
な
酒
造
り
も
氏
郷
が
近
江
か
ら
呼

び
寄
せ
た
杜
氏
に
よ
っ
て
創
業
さ
せ
る
な
ど

会
津
の
産
業
の
発
展
に
も
貢
献
し
て
い
っ
た
。

　

氏
郷
は
、
戦
に
強
い
ば
か
り
で
な
く
、
む

し
ろ
城
下
ま
ち
づ
く
り
、
民
政
に
大
き
な
力

を
尽
く
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
の
本
来

の
職
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
和
歌
や
茶
道
を
嗜

む
文
化
人
で
あ
っ
た
。千
利
休
の
弟
子
で「
利

休
七
哲
」
の
筆
頭
と
な
る
技
量
。
利
休
は
蒲

生
氏
郷
に
つ
い
て
、「
文
武
二
道
の
御
大
将

に
て
、
日
本
に
お
い
て
ひ
と
り
、
二
人
の
御

大
名
」
と
表
現
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
「
名
護
屋
城
」
は
、
時
の
豊
臣
政
権
が
朝

鮮
出
兵
（
文
禄
・
慶
長
の
役
一
五
九
〇
～
）

の
出
兵
拠
点
と
し
て
築
い
た
大
規
模
な
城

で
あ
る
。
面
積
は
約
十
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お

よ
び
、
当
時
で
は
大
坂
城
に
次
ぐ
規
模
。
周

囲
に
は
百
三
十
以
上
に
上
る
諸
大
名
の
陣
屋

が
構
築
さ
れ
、
二
十
万
人
を
超
え
る
人
々
が

集
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」
は
、
関
東
の
有
力

大
名
、
北
条
氏
を
討
ち
滅
ぼ
し
、
天
下
統
一

を
成
し
遂
げ
た
豊
臣
秀
吉
が
、
さ
ら
な
る
勢

力
拡
大
の
た
め
大
明
帝
国
の
征
服
を
目
指

し
、
諸
大
名
を
集
め
遠
征
軍
を
立
ち
上
げ
た

も
の
。
秀
吉
は
（
明
の
）
冊
封
国
で
あ
る
朝

鮮
に
道
案
内
を
求
め
、
服
属
を
強
要
し
た
が

拒
否
さ
れ
た
。
秀
吉
は
朝
鮮
に
向
か
い
、
小

西
行
長
や
加
藤
清
正
ら
の
侵
攻
で
首
都
・
漢

城
を
放
棄
、
陥
落
さ
せ
た
。
だ
が
明
の
援
軍

を
得
た
中
・
朝
の
連
合
軍
は
こ
れ
に
抵
抗
。

以
後
、
戦
線
は
膠
着
し
た
。
休
戦
と
交
渉
を

挟
ん
で
、
戦
い
の
終
結
は
、
秀
吉
の
死
ま
で

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

氏
郷
は
こ
の
戦
に
は
終
始
反
対
で
あ
っ

た
。
こ
の
戦
に
「
大
義
」
が
な
い
と
思
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
名
護
屋
城
・
陣

中
に
て
体
調
を
崩
し
た
氏
郷
は
文
禄
二
年

（
一
五
九
三
）
十
一
月
に
会
津
に
帰
国
し
た

が
病
状
が
悪
化
し
、文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）

二
月
七
日
、
伏
見
の
蒲
生
屋
敷
に
お
い
て
、

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
享
年
四
十
の
若
さ
で

あ
っ
た
。

　

こ
の
長
い
侵
略
戦
争
で
、
秀
吉
が
何
も
得

ら
れ
た
も
の
は
何
も
な
く
、
た
だ
残
っ
た
の

は
、
数
多
く
の
兵
士
、
民
衆
の
犠
牲
と
怨
念
、

半
島
の
荒
廃
と
日
本
国
内
の
世
情
の
混
乱
と

不
安
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
が
、人
々
は
「
東
」

に
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
待
つ
。
今
日
が

ど
ん
な
に
暗
い
世
の
中
で
も
、
明
日
は
き
っ

と
東
か
ら
、日
は
ま
た
昇
る
の
だ
か
ら
…
と
。

　

文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
春
・
早
暁
、
氏

郷
は
、
近
江
武
佐
に
い
た
。
空
ま
だ
暗
き
、

東
山
道
を
西
進
、
肥
前
国
・
名
護
屋
城
（
佐

賀
県
唐
津
市
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
）
に
向

か
っ
て
い
る
。

　

氏
郷
と
は
、
蒲
生
氏
郷
。
六
角
承
禎
の
重

臣
・
蒲
生
賢
秀
の
三
男
と
し
て
近
江
国
蒲

生
郡
日
野
に
生
ま
れ
、
幼
名
を
鶴
千
代
と

い
っ
た
。
幼
少
期
よ
り
聡
明
で
、
時
の
為
政

者
織
田
信
長
に
寵
愛
さ
れ
、
岐
阜
の
瑞
竜
寺

の
禅
僧
・
南
化
玄
興
に
師
事
、
儒
教
や
仏
教

を
学
び
、
斎
藤
利
三
の
奨
め
で
武
芸
を
磨
い

た
。
岐
阜
城
で
の
元
服
の
際
に
は
信
長
自

ら
が
烏
帽
子
親
と
な
っ
て
い
る
。
元
亀
元

年
（
一
五
七
〇
）
に
は
父
賢
秀
と
と
も
に
柴

田
勝
家
の
与
力
と
な
り
、
一
千
余
騎
で
参

陣
、
朝
倉
氏
を
攻
め
て
、
五
千
五
百
石
の
領

地
を
与
え
ら
れ
る
。
同
年
、
姉
川
の
合
戦
、

元
亀
二
年
の
伊
勢
長
島
攻
め
、
天
正
元
年
の

朝
倉
攻
め
、
小
谷
城
攻
め
、
同
三
年
長
篠
の

戦
な
ど
で
武
勲
を
挙
げ
る
。
本
能
寺
の
変
に

よ
る
信
長
の
死
後
は
、
清
洲
会
議
で
優
位
に

立
ち
、
信
長
の
統
一
事
業
を
引
き
継
い
だ
秀

吉
に
従
い
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
の

賤
ヶ
岳
の
戦
い
で
は
羽
柴
秀
長
の
下
、
峰
城

を
は
じ
め
と
す
る
滝
川
一
益
の
北
伊
勢
諸
城

の
攻
略
に
あ
た
っ
た
。
戦
後
、
亀
山
城
を
与

え
ら
れ
る
。
天
正
十
年
（
一
五
八
四
）、
そ

れ
ま
で
の
功
績
に
よ
り
、
伊
勢
国
・
南
伊
勢

十
二
万
三
千
石
の
松
ヶ
島
城
主
と
な
っ
た
氏

郷
は
、
松
ヶ
島
城
の
南
約
四
㎞
に
あ
る
小
高

い
丘
に
新
た
な
城
を
築
き
、
城
の
名
を
松
坂

城
と
し
た
。
だ
が
入
城
し
て
後
、
わ
ず
か
二

年
で
奥
羽
・
会
津
に
転
封
と
な
る
。
こ
こ
は

伊
達
政
宗
が
百
五
十
万
石
近
い
大
領
国
を
築

い
て
い
た
が
、
政
宗
自
身
が
小
田
原
に
遅
参

し
た
こ
と
に
加
え
、
秀
吉
の
軍
令
に
違
反
し

蒲生氏郷

鶴ヶ城

蒲生氏の対い鶴（むかいづる）の家紋

令和７年７月15日第86号

（3）



今
後
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
典
情
報

鮒
ず
し
漬
込
み
体
験

　

七
月
十
三
日（
日
）午
前
九
時
よ
り

　

竜
王
町
女
性
の
家　

調
理
室

　

�

初
心
者
の
方
で
も
簡
単
に
漬
込
み
で
き
ま
す

ス
ペ
シ
ャ
ル
ま
る
し
ぇ

　

�

七
月
二
十
六
・
二
十
七
日（
土
・
日
）午
前
十
時

　

�

よ
り　

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
Ｐ
７
駐
車
場

　

�

町
制
七
十
周
年
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
十
五
周
年
等

を
お
祝
い
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ま
る
し
ぇ
開
催

苗
村
神
社
不
動
明
王
御
開
帳
・
大
護
摩
供

　

�

八
月
三
日（
日
）御
開
帳　

午
前
九
時
よ
り

　

大
護
摩
供　

午
後
三
時
よ
り

　

苗
村
神
社
・
不
動
堂

駕
輿
丁
延
命
子
安
地
蔵
尊
御
開
帳

　

�

八
月
二
十
四
日（
日
）午
前
九
時
よ
り

　

駕
輿
丁
地
蔵
堂

　

�

ご
祈
祷
は
午
前
九
時
、
十
時
、
十
一
時
よ
り

　

午
後
は
数
珠
繰
り
法
要

グ
ラ
ン
ま
る
し
ぇ

　

�

九
月
二
十
三
日（
火
祝
）午
前
十
時
よ
り

　

�

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
南
モ
ー
ル
セ
ン
タ
コ
ー
ト

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

�

九
月
二
十
七
日（
土
）午
前
十
時
よ
り

　

�

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
集
合

　

�

鳴
谷
渓
谷
、鳴
谷
池
、雲
冠
寺
跡
、ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
、
岩
屋
不
動
尊
、
オ
ウ
ゴ
古
墳

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

十
一
月
十
六
日（
日
）午
前
九
時
三
十
分
よ
り

　

竜
王
町
公
民
館
集
合

　

�

正
覚
院
、
苗
村
神
社
、
龍
王
寺
界
隈
、
野
菜
収

穫
体
験

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

　

十
一
月
二
十
三
日（
日
）午
前
九
時
三
十
分
よ
り

　

道
の
駅
竜
王
か
が
み
の
里
集
合

　
�

西
光
寺
跡
、
星
ヶ
崎
城
址　

城
址
で
の
ろ
し
点
火

グ
ラ
ン
ま
る
し
ぇ

　

十
一
月
三
十
日（
日
）午
前
十
時
よ
り

　

�

三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
南
モ
ー
ル
セ
ン
タ
コ
ー
ト

　

�

各
種
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
楽
器
演
奏
披
露
予
定

と
が
ら
い
祭
り

　

十
二
月
十
三
日（
土
）午
後
二
時
よ
り

　

鏡
神
社
界
隈

【
事
　
業
】

① 

広
報
誌
「
観
光
竜
王
」
の
発
行

② 

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
活
動

③ 

Ｊ
Ｒ
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ

④ 

鏡
の
里
義
経
元
服
式

⑤ 

雪
野
山
、
鏡
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
整
備

⑥ 

広
域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
観
光
誘
客
活
動

⑦ 

近
隣
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
観
光
誘
客
活
動

⑧ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化

⑨ 

観
光
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
制
作
・
配
布

⑩ 

農
業
体
験

⑪ 

役
員
研
修
会

⑫ 

環
境
王
国
へ
の
支
援

⑬ 

竜
王
歴
史
倶
楽
部
の
活
動
支
援

⑭ 

会
員
・
屋
台
事
業
へ
の
斡
旋
活
動

⑮ 

「
近
江
う
し
丸
」
に
よ
る
観
光
振
興
・
観
光
誘
客

令
和
七
年
度
の
主
な
事
業
計
画

竜王町観光協会
役員名簿

（敬称略）

会　長　　清水　正作（新任）

副会長　　邑地　礼子

副会長　　
（会計）　　森嶋　政文（新任）

理　事　　井口　敏夫

理　事　　岩田　英司

理　事　　大橋　裕子（新任）

理　事　　小野　定章

理　事　　川北　徳孝（新任）

理　事　　木曽　公子

理　事　　古株　明子（新任）

理　事　　谷村　明美

理　事　　寺島　健一

理　事　　寺島　　司

理　事　　中村　匡希

理　事　　吉田　健一（新任）

監　事　　河合　貴志

監　事　　小林　正典

顧　問　　若井　冨嗣

幹　事　　岩田　和弥

幹　事　　谷村龍之介

令和七年度の収支予算の内訳

収入の部
10,750千円

会費
810千円

諸収入
314千円

繰越金
1,118千円

補助金
8,507千円

支出の部
10,750千円

事業費 
2,490千円 人件費・事務費

8,116千円

予備費 100千円
負担金 44千円

令和 7年 5月26日現在

　

皆
さ
ま
、
ご
存
知
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
道
の
駅
竜
王
か
が
み
の
里
入
口
の
烏
帽

子
ド
ー
ム
内
側
に
観
光
振
興
と
観
光
誘
客
促
進
を
図
る
目
的
で
、
小
口
松
が
丘
在
住

の
樫
野
豊
子
氏
が
竜
王
八
景
の
名
勝
地
を
書
と
画
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
美

し
く
描
か
れ
感
動
し
ま
し
た
。
近
く
に
お
寄
り
の
節
は
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
観
光
協
会　

事
務
局
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

観
光
協
会
で
は
、
今
年
の
総
会
で
役

員
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
長
年
会
長
を

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
若
井
冨
嗣

氏
か
ら
副
会
長
の
清
水
正
作
氏
に
会
長

職
が
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。
若

井
会
長
は
、
二
度
の
就
任
を
含
む
長
き

に
わ
た
り
先
頭
に
立
ち
、
指
揮
指
導
い

た
だ
き
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、

退
任
さ
れ
ま
す
役
員
の
方
々
に
も
大
変

ご
苦
労
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
清
水
新
会
長
に
は
各
種
諸
問
題

の
解
決
や
町
の
観
光
振
興
を
目
指
し
た

観
光
誘
客
促
進
等
に
強
力
な
指
揮
指
導

い
た
だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
新
し
く
選

出
さ
れ
ま
し
た
新
役
員
の
方
々
に
も
積

極
的
な
活
動
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
町
制
七
〇
周
年
や
三
井
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
開
業
十
五
周
年
等
、
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
が
重
な
っ
た
記
念
の
年
で

す
。
ま
た
、
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の
開
催

も
あ
り
、
大
変
慌
た
だ
し
い
一
年
に
な

り
そ
う
で
す
。
観
光
協
会
も
こ
れ
ら
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
誘

客
促
進
を
図
り
多
く
の
方
々
に
記
憶
に

残
る
町
と
し
て
お
も
て
な
し
を
施
し
、

豊
か
な
自
然
や
歴
史
と
の
触
れ
合
い
を

通
じ
て
満
足
感
の
あ
る
旅
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
域
に
あ
り
ま
す
観
光
資
源
を
活
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
各
地
域
の
祭

事
を
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
来
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
告
知
等
、
町
の
観
光

振
興
と
観
光
誘
客
促
進
を
積
極
的
に
展

開
し
て
参
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
引
続

き
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
観
光
協
会　

事
務
局
）

令和７年７月15日第86号

（4）


